
        
            
                
            
        

    
	



	北極大陸　第43号







	
		Guide

		
				表紙

				目次

				扉

				本文

		

	
	
		目　次

		
			



	



	北極大陸　第43号

			



	



	フォビア（恐怖症）　第三回

			



	



	ボードゲームカフェのはなし

			



	



	リビングデッド・シスター

			



	



	OCTA ORCAのOCRA ORCA 2について。

			



	



	既刊本紹介

			



	



	編集後記

		

	



フォビア（恐怖症）
 第三回
渡邊利道




　間壁暢子の家はすぐにわかった。坂道の途中の、おそらく建て売りで分譲されたと思しい住宅街の角に、その家はあった。敷地七十延床三十五坪といったところの二階建て一軒家で、ほぼ同じような構造で色とりどりの家々の中に埋没するように建っていて、その前に立つと、私はいかにも不審な侵入者という風情だった。

　アスファルトの冷たさが革靴を履いていても感じられた。午前十時過ぎで、朝の騒々しさが一段落ついた平穏に充たされいて、普段こんなところに足を踏み入れたことのない私はただでさえ浮き足立って、びくびくするよりほかしかたなかった。けれども、間壁暢子を訪ね、妻の行方を聞かなければならない、と強く思い、そのためにここまで来たのだ、と念じながら、すぐに舌が乾き酒が欲しくなるのだった。まるでアル中だ、と私は思った。しかし私は、朝飲んだ、朝飲んだ、大丈夫だ、大丈夫だ、とぶつぶつ呟きながら足を進め、人差し指をまっすぐのばして間壁暢子の家のインターフォンを押した。

　電子音が鳴り、ブツブツ、というノイズに続いて、——はい、どちらさまですか？ という女性の声がスピーカーから流れてきた。どくん、と心臓が鳴った。かあっと顳顬のあたりが熱くなる。まるでどこかから勝手に流れてくるスピーカーの音のように自分の声が聞こえた。

「あ、すいませんワタクシ渡邊と申しますが、」

　——はあ？

「あ、ええと、暢子さんいらっしゃいますか」

　——いません。

　え？　とここで我に帰る。そうか不在か。そういえば今日は平日なんだからそういうケースも充分に考えられたはずだああどうしようなんていおうあああはやくなにかいわなくてはいけないはずだ、とぐるぐる言葉が脳内を駆け巡る感じがする。

　——あのー

「は、はいっ」いかん声が大きすぎる。

　——申し訳ありませんが、夜にでも出直して下さい。

「あ、はい、すいません失礼します」

　ブツッ、とインターフォンは切れた。あからさまに怪しんでいる気配が濃厚に伝わってきたが、それでも精一杯こちらを追いつめないような配慮が為されていたのは、実は妻が匿われていて私のことを承知しているからなのか、それとも単に変質者か何か犯罪がらみの可能性を想定し恐れているだけなのかわからない、と私は思った。しかし正直問い詰められなくて助かった、とも思っていたし、またこれ以上どうする術もない、とも思った。

　というか、どうして電話も入れずに直接家を訪ねて何とかなる、なんてことをあのときは考えられたのだろうか、と、ノートから視線を外して顔を上げ空から落ちてくる大量の雪であっという間に真っ白に染まった窓外を見ながらいま私は思う。

　ほとんど吹雪のようだったが、やはり薄い灰色の光が射し晴れているという奇妙な天気だった。きっと雪は雨にもならずにすぐに止むだろうと思っていたのに、どうやら本式で降りはじめたようだ。いまは二月であり例年であればどれだけ雪が降っても驚きはしないが、今年は暖冬だったはずじゃないか、と私は思い、どうしてだか自分でもわからないがムカムカしてくる。そしてふたたびあの日のことを考えようとして、不意に、ああそうか、自分の当てずっぽうなだらしのない行き当たりばったりの行動の機能不全、上手くいかなさいくわけのなさの悟れなさに苛立っているのだ、と気づいたが、しかしそんなことに思い当たってもどうしようもない。

　結局私は他に何も思いつくことがないままに、あの日の午後ふたたび電車に乗って妻のもう一人の現在もつきあいのある（あったと思しい）友人である五十嵐弘美の家まで移動したのだった。五十嵐弘美の実家は曹洞宗の寺院で、間壁家があるのが地方都市の郊外の高級住宅地だとすれば、五十嵐家は駅前の一等地に位置し、何度か西のほうへ旅行する通りすがりの電車の窓から「ほら、あそこがヒロちゃんのお寺なのよ」と指差して見せられたことがありだいたいの場所はわかっていた。

　大きな寺だったのできっと一般参詣の客などもあるだろうから、これといって特徴のない住宅地の間壁家よりは訪ねるのは心安いのだが、しかし今回も何と言っていいものやらわからないのは同じだった。一つだけ救いらしきものがあるとすれば、五十嵐弘美は確か無職のはずだったのできっとおそらくはこの時間でも在宅である可能性が高いということだった。

　おどおどしながら寺を訪ねると、寺院と住居は別になっているんだそうで、とはいえ住居は寺のすぐ裏側に建っており、家の者は寺の中からも出入りできるのだが、申し訳ないがいったん寺を出て裏に回ってくれないか、と、小僧さんに言われるまま、自分でもこりゃ怪しいよと思うような挙動不審ぶりでペコペコ忙しく頭を下げて逃げるように寺を出て、一瞬右に行くか左に行くか迷ったが当たり前だがどっちでも同じことでつんのめるようにしながらぐるっと回って意外に勾配のきつい坂を上って行くと、成程お寺さんの真裏に、お坊さんの住居だとはちょっと思われないような三階建ての瀟洒な西洋建築がすらっと門を構えて聳えるように建っている。

　もっともさっきの間壁家のような、あからさまに家庭的なマイホーム住宅よりも、いっそここまで金持ちを表象している建物のほうが、そのきっと誰に対してもとっつきにくさを与えるような威容のために、むしろ安心してインターフォンのボタンを押すことができた。新人セールスマンにでもなった気分だった。呼び出し音が鳴り響く。

　——はい。

　短い声がインターフォンのスピーカーから流れた。感情を感じさせない声で、私は妙に心安くなって「ふふっ」と笑ってしまい、すぐにモニターで見られているかもしれないと気づいて冷やっとする。

「あ、あの、ワタクシ渡邊と申しまして、すいません弘美さんはご在宅でしょうか」

　慌てて言った。

　——ああ、少々お待ち下さい。

　スピーカーの声はあっさり答え、しばしの間を置いてブツッと切れたかと思うと、門の脇の小さな戸が開いて五十嵐弘美が顔を出し、

「どうしたの？」と怪訝そうに言った。

　その表情を見れば妻がここに来ていないどころか、今回の事件について一言も相談もしていないことは明らかだった。

　いや、あの、と私は口ごもりながら、どう言い繕うべきか、それともむしろすべて本当のことを話すべきか一瞬迷い、そしてやはり余計なことは言わないほうが良いと判断して（まあ考えるまでもないことだ）、ちょっと喧嘩して妻が家を空けたので探しているのだが五十嵐さんの家に来ていないだろうか？ と適当に端折って嘘とも言えないギリギリの打ち明け話をすると、五十嵐弘美は眼を丸くして驚き、まったく知らなかったしもちろん妻は来ていないと予想通りの答えを返した。妻が行きそうな場所の心当たりなども訊いてみたがまったくわからないと言った。

「何だかお役に立てなくてごめんなさいね」

　言葉とは裏腹にとても明るく五十嵐弘美は言った。きっとここで別れの挨拶をして戸を閉め、家に戻ったらすぐに知り合いの誰彼なしに電話をし、さまざまな噂話に花を咲かせるのだろう、と私はその顔を見て確信した。しかし同時にもし何か彼女が知っていたのなら喜んでいろいろ話してくれたに違いないとも思った。いつだったか二人で酒を飲んだときに妻が女の友情一般についてはどうかわからないが、少なくとも自分には友情の名に値するような関係を誰かと持つことはできなかったと後悔するような口調で自嘲する笑みを浮かべ言い捨てたことがあったのだが、それは正しい認識だったのだと私は思う。

　細い、というよりもまるで子供のように小さいという印象を与えるあどけなさの残った身体の五十嵐弘美は、私の話をとても楽しそうに聞いて、もっと細かくいろいろ事情を知りたがっている様子は見え見えだったが、それでもあまり明け透けに訊くことはできなかったようで、焦れったそうに私の話がわからないという顔を何度もして明快な説明を求め、門前で立ちんぼの私に家の中に入れと何度も強く誘ったのだったが、私は遠慮を装いつつもう話を打ち切って帰ろうと考えながら、曖昧に言葉を濁しのらりくらりと受け答え受け流し、何故か同時に相手の好奇心をもっと唆ろうとあれこれ言葉を紡いだりもしてしまっていたのだったのだが、あの妙なサービス精神は何だったのか。

　いま、こうして一人で、雪の降るガラス戸の外の世界を眺めながら台所兼食堂のテーブルの、つねと変わらぬ席に着いていると、妻の不在はまるで私の罪を罰する世界の意志の具現のようにさえ感じられるのだが、妻を捜して妻の友人たちを訪ね、彼女らと妻の話をしているときの妻の不在は、まるでみなで共有する秘密のようにウキウキと心騒ぐ条件のように思われて来たものだった。この不在は、明らかに私に対する妻のメッセージであったにもかかわらず、妻と私にとっては説明するまでもなく明快であったはずのその意味が、私たちとは必ずしも文脈を共有しない者たちの前に置かれると、途端に複数の意味に分岐し、増殖し、混線し、その行為の意味どころか、そもそも妻が、彼女がどういう人間であったのかすら、曖昧な分裂の彼方に散逸してしまうかの如くなのだ。五十嵐弘美の家から逃げるように家に帰ってきた私は、それでも無為の生活を恐れかといって何事もなかったかのように会社に出るわけにも行かず、妻の住所録の余白に作った地図に載っている妻の友人・知人たちを訪ねて回る日々を送った。何故だか会社に電話連絡を入れて休暇を取ることが、妻の心配よりも我が身の保身を優先しているようでどうしてもできなかった。抜いた電話線は、それでも妻がふたたび電話してくるかもしれない、と淡い希望を捨てないように、その希望の実現性よりも、むしろそういう希望を自分が持っていることを自分自身に対して確認し、何処にいる誰のことなのかはさっぱりわからない他人に対して表明するような気持ちでふたたび繋ぎ直してあった。しかし誰からも電話はなかった。

　そうしてもう二ヶ月が経った。もうすでに地図の名前はすべて回り終えていた。妻の友人・知人たちの姿はいまではぼんやりと薄暗い灰色の塊のようになって、きちんと焦点を結んだ人間の像が思い浮かばない。何か壁のようなものができていて心象の向う側にもやもやと溜まっているような感じだった。

　妻について何かを知っている人間は誰もいなかった。それは妻の行方、失踪した妻の心情についてだけではなく、そもそも妻という人間について私以上の何かを知っているらしき人間が一人もいなかったということだった。もっとも彼女らはそれでも何かを語りたがりそれ以上に何かを訊きたがったので、私が知りたいと思うようなことは何一つ得られなかったにもかかわらず、事態には何一つ変化はなく打開策はまったく存在しないその上に、私がそれまで持っていると思っていた妻という人間に対するイメージ、理解さえもどんどん怪しくなっていくように思われた。地図を使い果たすと、もはや私には他に何もすることが思いつかなかった。考えることが面倒で、考えてもどうせ何もわからないというよりもむしろわかっていたはずのことがどんどんわからなくなっていくのがおそろしかったので私は考えるのを止めた、というか止めようと思って、なおそれでも何かが過ったり浮かんだりするのが止められないのだった。

　しかしそんなふうにしていると生活は滅茶苦茶になっていく。朝起きて夜寝る生活が続いていたのは単に惰性からと明るい時間帯に眠るのが苦手だったからに過ぎない。酒量はどんどん増え、食事は作らず、コンビニや弁当屋で出来合いのものを買ってきては、食い散らかしてゴミを増やした。掃除も洗濯もしないので、ほぼ一日一回は風呂に入っていて風呂から出るたびに服は着替えていたが、もともと大して衣装持ちだったわけでもなく、そのうちに前に着た服を汚れ物を入れる籠から出してきてふたたび着たり、さらには籠がいっぱいになってしまい適当に脱ぎ散らかして、そこらに置いてあったものをくんくんにおいを嗅いだりして、こちらのほうがまだマシだななどと言って着るなんてことになっていたので、しだいに薄汚れ、垢染みたにおいに包まれていくのが自分でもわかった。寒い季節だったので窓も開けなかったから、頻繁に飲む酒の臭気も部屋中に充満しているに違いない。

　窓というかガラス戸を開ければいいじゃないか、と私は何となく馬鹿馬鹿しく思った。席を立って、ゴミの山をかき分けるように（と言うのは大袈裟なんだが、気分的にはそういう感じで）居間を突っ切ってガラス戸を開けた。

　さーっと冷たい空気が部屋のなかに入り込んで皮膚が粒立ち身体が一気に緊張する。寒いというより冷たいのだ。風は開け放った戸とは平行方向に吹いているようで、ドカッと降っている雪は一つも部屋のなかに入ってこようとはしない。

　まるで映画の小道具のような雪だと私は思った。太陽は相変わらずそれ以外に為す術がないのだとでも言うかのように雪景色のはるか向うに位置して灰色の光を投げかけている。そうかお前もかと思い、お日様とお話しするようになっちゃお仕舞いだと苦笑する。

　ともあれ雪が邪魔だ。晴れた日に雨が降るのは狐の嫁入りと言うが、雪が降るのはなんて言うのだろう。どうやって正解を導けばいいのかを考えるのさえ難しいような疑問で、五分もせずにどうでもよくなってくる。

　ガラス戸を開けていると本当に冷えるので、さすがにそのままじっとしている気にもならず、やっとほとんど一ヶ月ぶりに掃除でもするかと思い立って（というかさっきそういうようなことを思ったのを思い出して）、まず納戸から四・五リットルの半透明ゴミ袋を数枚取って来てひろげ、部屋中に溢れ返ったゴミをテキトーに分別しながら捨てていき、あっという間にいっぱいになったゴミ袋はずっと放置してあった納戸の前のゴミ袋たちと一緒に玄関の三和土の上にとりあえずテキトーに積んで置いていって、ざっとゴミを片付けた後はまた納戸から掃除機を出してきてまあ四角い部屋を丸く掃くような感じで掃除機を小一時間掛けて回り、屈み込む姿勢は腰が痛くなるし、埃が立つので息を止めるたりしてさすがにちょっと疲れて、まったく荒っぽいがやらなかったよりはマシだろと思って掃除完了とした。そしていまやらなければきっとまたずっと何もしないだろうという気もするし、またまだ何かし足りない気もするので、汚れた食器が山になっている台所に行って、一心に洗い物をした。

　まずテキトーに積んでいった食器の山を崩し、ある程度洗う順番を決めて流しがあまりにいっぱいになるのでそのうちのいくつかをテーブルの上に移動させ、また細かいゴミ（意外にも食べ残しや腐りものは少ない）を取って排水口のつまりを取って水の流れを良くしてからお湯を出して食器を洗っていく。小さいものから大きなものへ。時間は掃除機をかけるよりももっとずっと掛かるのだが、体力を使わないで済むのでやり出してしまえば苦痛は少ないのが食器洗いだと思う。

　量が多いので洗った食器は布巾でざっと水気を取って食器棚に収納し、水切りの籠には箸やフォーク、スプーンのたぐいとコップだけを並べて、それでもすぐにいっぱいになるのでコップのいくつかはやはり布巾で拭いて食器棚に置かねばならない。食器を全部洗ってしまうと、最後は洗い桶と流しそのものを金物束子でゴシゴシ磨き、水を流して、それから生ゴミ用の三角コーナーの網袋を取ってコンビニのビニール袋に入れると、口を縛ってゴミ袋に捨て、三角コーナーもハイターをかけてしっかり洗い、網袋を掛け直して台所は終了。

〈台所は〉とわざわざ言うのは、もう今日は溜まりに溜まった家事をさしあたって眼につく部分だけでもやってしまおうと考えているからで、さきほど掃除しながら拾い集めた汚れ物の衣類を、風呂の脱衣場に置いてある洗濯機に二回に分けて放り込んで順番に洗濯することにして、洗濯機がグルグル音を立てて回っている間に、三和土の上に放り出してあったゴミ袋を四つづつ持ってひーふー言いながら団地のゴミ集積所に二回に分けて捨てにいき、帰ってきてやっと一息ついて煙草を一本吸うと、ちょうど計算したようにピー・ピーと電子音が鳴って、洗濯機が一回目の洗濯を終了したと知らせ、洗い上がった洗濯物を丁寧に畳んで妻がどこやらの「ショップ」で買物をしてもらってきた紙袋に入れ、二回目の洗濯をして今度はゆっくりゴミを始末してすっきりした部屋を眺めながらソファーでくつろぎながらテレビを見て二回目の洗濯が終わるのを待ち、昼のテレビはワイド・ショーのたぐいばかりで見たいものがなくてしょうがないので教育テレビの世界史の講座でフランス革命が恐怖政治を経てヨーロッパ全域を巻き込む戦火を呼ぶのを見ていたらまたピー・ピーと電子音がしたのでナポレオンが画面に映っていたテレビを切ってさっきと同じように洗濯物を紙袋に入れ、見ると雪は嘘のようにあっけなく止んでいたがそれでも信用が置けない空模様なので計四つになった紙袋を自転車の荷台に乗っけて近所のコイン・ランドリーまで行って、ちょうど使っているものが誰もいなかったので空いている乾燥機を同時に三台回した。

　乾燥機は少なめの量で回したほうが効率が良いというのは独身時代の経験で知ったことだった。時間は少し多めに取って四十五分。こうしておけば、取りにきたときに洗濯物がまだ湿っていてふたたびお金を入れて回し直す、などということがない。おそらく余計に回しているんだと思うが、二度手間よりはずっといいと思うのだった。

　コイン・ランドリーで潰すには四十五分は長いので自転車に乗っていったん家に帰る。帰ろうと思って自転車に乗っているうちに、そういえば最近になく爽快な気分になっていることに気づいて、このまましばらくあの部屋には戻らず自転車に乗ってそこらを走っていようと思った。

　コイン・ランドリーは団地の外部の混みいった旧市街にあって、雑木林を挟んで向う側に鬱蒼と聳えるように団地の建物が見えていた。どこをどう走っても団地の暗い壁面が見え、その近代的な機能性を重視したような、と言えば聞こえがよいが要は刑務所のような取りつく島もない外観は、すでに建築されてから三十年以上の年月が経ちすっかり薄汚れてほとんど忘れられた土地のように見えた。

　あれはいけない、と私は自転車の進行方向を団地から逆方向にして自転車のペダルを漕ぎながら私は思った。上り坂になっているので立ち漕ぎしなければならない。このところずっと身体を動かしていないのでキツかった。

　あんなところにずっと住んでいたら、そりゃ頭もおかしくなってくるさ、と私は思った。そしてふと、私が「頭がおかしくなった」というのは自分のことだろうか、妻のことだろうか、と思い、わからない、と思った。

　幹線道路に入りそのままずっと十分ばかりまっすぐ道なりに走った。すぐに隣の市に入って、何度か横に雑木林を見て過ぎた。線路を二度越えた。このままずっと走り続けたいという誘惑は強烈だった。しかし私はペダルを漕ぐのを止めて自転車のブレーキをかけた。

　汗を掻いていて、息が乱れ、風に当たってスーッと心地良い涼しさがすぐに寒気に変わる。いまは真冬なのだ。

　いま何時だろう？　と思うが、私は腕時計を手首に巻くのが嫌いで、最近では携帯時計で時間を見るようにしていたのだが、携帯時計は電源を切ってどこに置いたかも定かではなかったし、周囲は一面の田園風景でコンビニの一つも見当たらない。郊外の、さらに外れなのだった。

　そのとき、スーッと対向車線から走ってきた自動車が通り過ぎてからいったん停まって（ベンツだ、と気づく）、強引にUターンして戻ってくると、白線が引いてあるだけの歩道に立っている私のすぐ横に車体をつけ後部座席の窓を開けのっそりと身体をのり出した男が

「ナベ、おいナベじゃねえか」と嬉しそうに言った。

　その顔には見憶えがあった。

「山崎さん……」と私はその男の名前を呼んだ。

　名前まで憶えているなんて、私にしては上出来だった。

「ひさしぶりだな、こんなところで何やってんだおまえ」

　山崎俊介はあいかわらず二枚目だった。昔の映画スターみたいな彫りの深い顔立ちが満面の笑みを浮かべている。知り合ったのは私がまだ十代の頃で、そのときから若く見えたがいまでもまったく変わっておらず、私よりも一回りは年上のはずだったがいまや私のほうが年上に見えるくらいだった。

「変わらないですねえ」

　やや呆れたように私は言った。

「当ったり前だろ、俺はいつだっていい男だよ」

　微妙に話が噛み合っていない受け答えも昔のままだ。

「乗れよ、どっか行くんだろ、乗せてってやるよ」

　いかにも気っ風が良さそうに言う。気っ風がいいというよりはようするに強引に思いつきで行動するだけなのだが。

「いや、あの自転車ですから」

　見てわからんか、と思いちょっと苦笑する。

「何言ってんだよ、後に乗せりゃいいだろうが」

　馬鹿かおめえ、とブツブツ言いながら、運転席をガツンと蹴り上げ、

「おいお前ら何ボーッとしてやがんだ！」と怒鳴った。

「は、はい」

「何スか？」

　運転手と助手席の若い男が慌てて答えた。

「だからぁ、後開けろよってんだ、んでおまえ、自転車乗っけるの手伝ってやれよ、わかんねえだろ何触っていいか、あん？」

　いや、私はまだ乗っていくとは言っていないのだが、と思うが、まあそんな意見が通じるわけもないので黙っていると、

「はい、わかりました！」と言うなり助手席の男が降りてきて、開いたトランクに、失礼します、と私に断りを入れて自転車を乗せ、トランクの中にあったと思しいゴムチューブで半開きになったトランクから走行中に自転車が落ちないように縛って固定し、さらに後部座席のドアを開けて、どうぞ（乗って下さい）と指し示して見せるのだった。

「あー」

　うまく対応できない。

「乗れって、何してんだてめえ」

　強い口調で一瞬ヤバいと思ったが、顔を見ると笑っているので安心し、

「じ、じゃあ、すいません失礼します」

　ついに観念して山崎さんの隣に乗り込むと、

「行けよ」という号令のもとに車はすーっと走り出した。さすがにベンツのシートはしっとりした感触で座り心地がいい。

　あんなに熱心に「乗れ乗れ」と誘ったのに、いったん乗ってしまうとまるでもう誰もそこにはいないかのように一切の興味をなくし山崎さんは黙ってしまった。というか、確か私の行き先に乗せてってやる、という話だったはずなのだが、さっきから誰も私に目的地を訊こうとしないのは何故なんだろう？

　私は何となく遠慮するような気分で、隣の山崎さんを盗み見る。山崎さんはぼんやりと窓外を見ていて、こちらからは横顔の頬の曲線から顎のラインまでしか見えない。身体は力が抜けて両手をだらんと身体の両側に垂らして、掌が軽く開いている。童顔だから気づかなかったが、やはりずいぶん老けたな、と私は思った。

　山崎さんは明らかに疲弊している。もう使い切ってしまった、という感じの疲れ方だ、というふうに見える。

「あ、あの……」

　運転している若いのが遠慮勝ちに声を出す。ずっと我慢していた感じだ。

「何だ？」

　身じろぎもせずに山崎さんが答える。

「あ。えっと、すいません、送って行くんですよね、……」

　口ごもりながらミラーでこちらを見る。私をなんて呼べばいいのかわからないらしい。

「あ、そうか。ナベ、何処行くんだ？　っていうか、ああ、こいつは渡邊ってんだ、だからナベだ、俺の昔の相棒だよ、っていうか弟だな」

　突然またウキウキした口調に戻って、なあおい、とか何とか言いながら身体を預けて肩を組んでくる。鼻を衝く香水のにおいがした、懐かしいにおいだ。もう十五年も経っているのだ、と私は思い、そりゃ、私も山崎さんも歳を食うわけだ、と当たり前の事を思ってクスクス笑いが漏れた。

「何だよおまえ」

　山崎さんが怪訝そうに言う。口唇が尖っている。あいかわらず仕草が子供っぽい。さっきまでの荒廃した雰囲気は嘘のように消えている。

「いや、変わってないけど、変わったなあって」

　口調が十代の頃に戻っているのにすぐに気づく。しかもこれは思いの外気持ちいい。

「何言ってやがんだ、なあ、こいつはなあ昔っからこういう変な奴でなあ」呆れ顔で、しかし楽しそうに言う。「まだ十八かそこらのくせに俺ら相手に好き勝手いいやがってさ、浮き上がってこりゃボコられんなってところを俺が面倒見てなんとかしてやったんだよ、なあ？」

　ずいぶん自分よりの要約だ。

「まあその節はお世話になりましたですよ」

　しかしもちろん私は逆らわない。そして慌てて「道なりに行って下さい」と運転手に付け足して言う。車の時計は三時半を過ぎていて、コイン・ロッカーの乾燥機はもうとうに止まっていると知れた。三台も使ってしまっているので後が閊えているかもしれないのだから、車で行けることになったのはラッキーだった。

「はっ」

　山崎さんは馬鹿にしたような笑いを見せ、

「おいおまえ今日は暇だろ、飯食いに行こう旧交を温めあおうじゃねえか」と勝手に独り決めして言う。

「あ、いま俺洗濯中なんですよ、乾燥機掛けてるとこなんですけど、ちょっと待っててくれますか？」

　まあ、暇と言うか、何の用事もないのは本当だ。

「ああ？　つまんねえやつだなあ洗濯かよ」

　無茶苦茶な言いがかりだ。

「おまえそれくらい女にさせろよ、っていうかおまえあれか？ モテないくんか？ あれだ、最近流行の非モテってやつか？」

　嬉しそうに言い募るのだが、妻に逃げられたなんて言ったら天まで昇るかもしれないなと思って苦笑していると、

「何だおめえその笑いはよ、ああでもそういやおまえはこすっからい卑怯者だったよな、おいお前らも気ぃつけろよ、こいつこんな顔してやがるくせに抜け目がなくってよ」山崎さんは私を突き飛ばすとガバッと助手席の若いのに飛びかかって後からヘッドロックでしめあげながら「俺がずーっと狙って通ってたクラブのおねーちゃんをさっと横からかっさらっちまうような奴なんだよ、信じられるか？ 俺の金で飲みに連れてきてもらっといてだぜ？ 信じられないだろ？ なあおいおまえはそういう奴なんだよなあ？」

　最後の部分は私に向けて言った。

「そういうこともありましたね、っていうか違いますよ、あれは。だから山崎さんの誤解なんですってば」

　私はそういえばいまから十年前にもまったく同じ弁明をしたのだったな、と徒労感に襲われながら言う。

「何だよ誤解もへったくれもねーだろうが」

　山崎さんは十年前と同じように碌に話を聞きもせず一蹴するだけだ。

「いやですからー、あれはちょっと二人だけでお喋りしてただけでべつに何もなかったんですってば」

　彼女は昼間は一般の会社で働き、社会勉強と好奇心でクラブにバイトしにきたという二十四歳の若い女性で、私はそれよりもさらに若い二十歳になりたての小僧だったので、おじさん連中が多いクラブ客の中では素直に話がしやすかったのだろう。ジャズって興味あるんですけど何から聴いていいかわからなくって、と言うので、やっぱり五十年代のモダン・ジャズがいいよ、マイルス・デイビスの「ラウンド・アバウト・ミッドナイト」とかさ、というようないまから思えば恥ずかしくて笑ってしまうようなちゃらけた会話を楽しんでいただけだったのだが、彼女目当てでその店に通っていた山崎さんがその様子を見て逆上し、二度とその見せに私を連れて行ってくれなかったので（自分一人で行けるような価格帯の店ではなかった）それきりになったというなかなか青春の甘酸っぱい思い出なのである。

「はっ、どうだか！」

　しかしたかがそれだけのことを十年経ってもまだ言うか。

「まったく、あ、そろそろ停めて下さい」

　外が見慣れた団地の風景に変わっていた。

「何だよぅ」

　おもちゃを取り上げられた子供みたいに後部座席の上で撥ねるようにして山崎さんが言う。

「とりあえず洗濯物だけ片付けたら連絡しますよ、ケータイの番号教えて下さい、何かメモでもないですか？」

　すーっと車がバスのロータリーの隙間を利用して停まった。

「何だおまえケータイ持ってねえのか？」

　バスはまだ来ていないので余裕はあるが、ふざけていた山崎さんもしかたなしにか真顔に戻る。

「ええ、まあ」

　本当は持っているが、電源を切って放ったらかしなのである。

「しょうがない奴だな、あれか、ニートか？」

　どうも妙な流行語に嵌っているらしい。

「違いますよ、失業中ですけど」

　正確にはまだ失業が決定したわけではないのだが、まあ間違いないだろう。

「ふん、じゃあうちの持ってけよ、おい、ケータイ使ってないの出せ」

　山崎さんは事も無げに言い、助手席の若いのがダッシュボードから携帯電話を一個取り出して私に渡して寄越した。中古携帯電話が不正に横流しされ犯罪に利用されているという話は聞いたことがある。

「山崎さんこれって……」

　いかにも中を一回開けましたっていう雰囲気の外観だった。

「大丈夫だよ、ちゃんと足はつかねえようになってるから」

　まかしとけって顔だ。そういう意味ではないのだが、っていうかまあそういう意味かもしれない。

「ええっと」

　こちらから電話するのはどうしたらいいんだろう、と思って訊こうとすると、

「ああ？　俺たちゃ暇じゃあねえんだよ、おめえと違ってよ、こっちから電話すっから家で待ってろ」

　わざとらしく腕時計を覗き込みながら山崎さんは言い、

「どうせ団地だろ？」と訊く。

「わかりました」

　号棟番号だけ教え、その近くで適当に落ち合うことにして私は山崎さんの車を降りた。アスファルトの地面に靴底がくっついたとき、なんとなく〈戻ってこれた〉という感慨がじわっと胸の底からこみ上げてきた。身体は天才的な直感を有していて、しかも正直だ。

　さっきと同じように助手席から（今度は山崎さんに怒鳴られる前に）若いのが降りてきてトランクを開け、固定を外して自転車を路上に戻す。

「ありがとうね」

　何故か気安く声を掛け、やばいかな？　と思ったのだが、

「いえ、うぃっす」

　かえって恐縮して返された。どうやら大将の弟分として目上扱いすることに決められたらしい。若いのが助手席に乗り込み、

「じゃあ後でな」と山崎さんが言うと同時にエンジン音とともに車は動き出して、そのまますーっと走って行った。ほうっと息をつく。ためいきのようで、ひさしぶりに人間とたくさん喋ったので疲れた、と思う。

　まだ興奮しているのが自分でもわかった。ふたたび自転車に乗ってコイン・ランドリーへ行き、すっかり乾いた洗濯物を丁寧に畳んで紙袋に入れ、工夫して荷台に載せ余りを手に持って自転車に乗り部屋に帰るあいだ興奮は持続していた。自転車のペダルを漕ぎ、向い風を心地良く感じながら、この興奮はなんだろうと私は思った。

　というよりもむしろ、ここ数日というか妻が家出してからの長い長い日々の鬱屈が、なぜこんなに簡単に晴れてしまったんだろうと思い、まるで今日の昼までの自分が自分でなかったかのような錯覚というのか、奇妙な感覚麻痺に襲われていた。しかし自転車置き場に駐車し、鍵をかけ、団地のエレベーターに乗って地上七階まで上がり、一階分は階段を使って自分の部屋の前まで来ると、またもやすっかり興奮は鎮まってしまって、今度はさっきまで山崎さんの車のなかで、若いの二人を交えて（と言っても二人はほとんど喋らなかったが）無駄話や昔話をしていたのが嘘のような、昼間眠らずに見た夢のような感じがするのだった。わけがわからない。

　ドアの前に突っ立ったまま、私はちょっとした間ぼうっとしていたらしい。

「あの、すいません……」

　突然声を掛けられて私は跳びあがるほど驚いた。

「うわあ！」

「え⁉」

　声が重なり、すぐに隣室の母娘の娘のほうだとわかった。私の反応に逆に驚いたのだろう。

「あ、す、すいません」

　見ると彼女の後にもう一人、ずいぶん背の高い女がいて、やたら眼光鋭く私を見ていた。

「すいません、通して欲しいんですが……」

　隣人に愛想笑いしながら言われ、あっ、と私は洗濯物が入ってぱんぱんに膨らんだ紙袋を四つも持って場所塞ぎしているのだと気づいた。

「あー、すいませんすいません」

　言いながら大荷物に苦労してドアを開けて中に入ると、どーもー、という娘の声がドアの向うから聞こえた。背の高い女の目つきの鋭さと妙にちぐはぐなのんびりした声だった。怪しい隣人だな、と思い、そしてすぐにここ数日の私のほうがよっぽど怪しいかもしれない、と思い直す。べつに誰にどう思われようが直接文句を言われたりしなければどうもよかった。

　荷物を持ったまま慌ててドアを開け部屋に入ったので腕を変な方向にひねってしまったらしく、どうも上半身の筋肉のそこかしこに痛みが走ってテキトーに洗濯物が入った紙袋を投げ捨てるように放った。ここでちゃんと洗濯物を整理して箪笥に入れておかないと後で困るのだが、もうこれ以上何もする気力がなかった。台所兼食堂までよろよろと歩いて行き、冷蔵庫からビールを出して飲んだ。

　立ったままだ、と不意に気づき、椅子を引いて座り、電灯を点ける。パッと明るくなった部屋を見て、つくづく、今日出掛ける前に掃除をしておいて良かったなと思う。

　ガラス戸の外はもう透明で青みがかった空が見えている。いつの間に日が暮れたのだろう？ 黄昏の記憶がない。まるで朝のような空だ、と私は思った。

　煙草を吸い、ゆっくり長く煙を吐き出して、ふたたび冷蔵庫からビールを出そうとして、いや、今日はこれから飲むんだからあんまり酒を入れていくのはマズいな、と気づいて何も取らずに冷蔵庫のドアを閉める。何もすることがなく、そして、突然のように、いやむしろずっと陰で続いていたのが何かの拍子に表立ったのだというように、あああああああああああ……という泣き声が聞こえはじめる。恐怖に染まった声。泣き声、悲鳴だ。

　妻の泣き叫ぶ顔が浮かぶ。

　いや。

「いや、それは嘘だ」と、私は声に出して言った。

　誰も聞いている者はいない。部屋のなかは空っぽだ。私は私の中のイメージよりも、はっきりと声に出して言う言葉のほうが強いように思って言ったのだが、空っぽの部屋のなかに投げ出された言葉はまるっきり空々しく響いた。これじゃダメだと思ったが、しかし泣き叫ぶ妻の顔のイメージは消えていた。ただ叫び声だけは残っていた。ああああああああああああああああああああああああああああ。子供の泣き声ともはや区別がつかない。幻聴かもしれない。

　私はいまガラス戸に背を向ける側のテーブルの席に着いている。しかしガラス戸の向うにまた女の姿が見える（ような気がする）。気が狂う。いや、もうすでに狂っているのではないか。席を立って、ゆっくりと振り返って見ると、ベランダには何もない。

　くしゃくしゃになって潰れるようにテーブルの上に両手を置き、俯いて一拍置きまたガラス戸の向うを見る。

　やっぱり何もない。ただ夜の青空がひろがっているだけだ。強烈に酒が欲しくなる。電話はまだか、と思いながら私はまた座って煙草を吸った。慌てて吸ったので、まだ灰皿にさっきの煙草の吸い差しが残っているのに新しい煙草に火を点けてしまう。じわっとニコチンが血流に乗って脳に運ばれていくのがわかる。目を閉じ、網膜の裏に走る毛細血管の血圧が上昇して熱くなっていくのを感じ、また貪るように煙草を吸う。ふつっと天井から吊り上がった蛍光灯の明かりが落ち、私の周囲を闇が包む。ああああああああああああああああああああああああああああ。声はまだ聞こえている。家の中はまた無音だ。また停電だろうか。

　私はテーブルを離れて、ガラス戸を開け、ベランダに出て外の様子を見回した。まったく同じような造りの団地の棟棟が視界一杯にひろがっている。この棟以外の明かりは点いていたので、どうやらこの建物の電気系統の故障らしいと考えるより他なかった。

　きっと誰かが管理会社に連絡するだろう、と私は思い、きっと誰もが同じように思って誰も結局連絡しないまま深夜になってしまう、とぼんやり思って、何を考えてる？ と自問して苦笑、だからといって考え直して自分で電話するようなことはない。




【つづく】


ボードゲームカフェのはなし

～夏休み最終日に宿題やるあの感じで原稿書いています

古川モトイ




・まず近況




　私事ですが、楽曲提供しているアイドルさんのアルバム制作に忙殺されておりまして、締切日当日にこの原稿を書いております。ついては言い訳ですが、今年は5月にシングル、アルバムとそれぞれ別のアイドルさんがらみでやらせていただいている裏で、さらに当月はよさこいの曲の納品まで重なりまして、「あれ？おかしいな副業のはずなのに」と言うぐらい音楽に関わる交々が詰まっておりました。また、明日は名古屋でイベントを少し見ないといけないということで、しばらくは「仕事をがんばるよりも、疲れを取る事に注力」という真にジジイ臭い有様です。

　さて、大垣市にもボードゲームを商売にするプレイスペースができました。「げーむすたーと」さんと言う名前で、大垣市民としては嬉しい限りです。お店の中においてあるボードゲームはどれでも貸していただけて、ルールも丁寧に説明してくれます。さっそく友人と4人で遊びにいきまして、大はしゃぎしてきたのですが、ただ単に楽しかったということと、オーナーさんが気さくな方だったと言うぐらいで、お近くの皆さんは是非行ってみればいいんではないかなと言うぐらいに感想はとどめます。




・ボードゲームのお店について




　さて、こちらのお店ではオーナーさんが1人で切り盛りされていると言う事で、特に心配はないのですが、他所では結構いろいろきこえてきます。ボードゲームカフェは人気はあるのですが、店の性質上、客の回転率が悪いのと、客単価をどこに設定するのかが難しい点、さらに店員もゲームにある程度詳しくならなければいけなかったりするため、どうしても勤務時間が曖昧になり、労働者が過労気味になるお店が出てくるようです。

　またボードゲームで使うコマやサイコロ、トークン（何かの数を数えるのに使う）が単に小さいと言う理由でなくなっていってしまうそうです。確かにパチンコ屋の駐車場を細かく探すとさびたパチンコ玉の一つや二つ見つかります。小さければ当然なくしてしまうのでしょう。しかし、ゲームによってはなくなったら遊べなくなってしまいます。不特定多数の人間にボードゲームを貸し出すということはそうしたリスクを孕んでいるのでしょう。例えばバイトが店を任されている状態でそうした紛失が起きた場合、だれが損失を埋めさせられるのでしょうか。気になります。




・ボードゲームカフェの隣接領域




　ボードゲームガフェの隣接領域としては、謎解きカフェ、TRPGカフェといった業態を挙げてみましょう。普通のカフェと違うのはどっちかというとエンターテインメントに偏っている業態なので、イベントを頻繁に打つイメージがあります。そうした労力の負担増に、満足な雇用システムで相対できている事業主がいかほどあるのか疑問ですが、ぶっちゃけ今回は全く自発的には取材しないで書いておりますので、あくまでも「私個人の」見立てとさせて下さい。




　ということで今回はアルバムに収録される「猫には猫の」の歌詞を読みやすい形で。




猫には猫の




作：COOL METABOLIC 




猫には猫の 猫には猫の 

甲斐性があるって絶対ある 

甲斐性があるって絶対ある 




少年は　猫の門の出自で 人の姿こそしておれど 

中身は猫だった 




少年に　ある人がこう聞いた 「猫の世界では 毎日が楽でしょう」 

少年は答えた 




猫には猫の 猫には猫の 

気苦労があるって絶対ある 

気苦労があるって絶対ある 




猫には猫の 猫には猫の 

しがらみがあるって絶対ある 

しがらみがあるって絶対ある 




少年は　猫の門を抜け出で 人知れず荒野の果てを目指した 

果て無き旅だった 




少年は　ある日病に倒れ 追い求めたユートピアに気づいた 

少年は悟った 




猫には猫の 猫には猫の 

見性があるって絶対ある 

見性があるって絶対ある 




猫には猫の 猫には猫の 

実情があるって絶対ある 

実情があるって絶対ある 







倒れ逝く僕の　視界の先には　幻なんだろう コタツとテレビ 

飼い猫生まれ　そのコンプレックス　振り切ろうとする そのあまり 

思えば遠くへ　来たもんだ　生まれた土地を 背にして歩き 

プツンと糸の　切れた凧の如　知らない土地の 知らない雑踏 

走馬灯のよう　我が生き様は　まさに邯鄲の その夢の如し 

おおきく一つ　違うことといえば　僕は醒めない 現実の枕 

息絶えんとする　まぶたの裏には　ああ、オッカサン もう一寸で良いから 

貴方の丸い　ああ、丸い背中に　親孝行すれば良かった すればよかった

しかし、それすら　我が身から出た　錆が邪魔する 適わぬ夢と 

言い置きながらも　聞いて下さい　この拙猫の 最後の歌を 




猫には猫の 猫には猫の 

願望があるって絶対ある 

願望があるって絶対ある 




猫には猫の 猫には猫の 

愛情があるって絶対ある 

愛情があるって絶対ある 




僕には僕の 君には君の 

コタツがあるって絶対ある 

温もりがあるって絶対ある 




人より短き 寿命の定めを 

朗らかに歌うって絶対歌う 

皆さんさよなら　また会える日まで 




サラバ　定命の仲間達よ 

君と同じ時代を生きれて良かった 




にゃあ



リビングデッド・シスター

弾射音
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　世の中には悲惨なニュースが多い。集中豪雨による土砂災害、火山の噴火、ストーカー殺人、小学校の女の子の失踪。だが、うちは今それどころではない。冴子のゾンビ化以上に、悲惨なものは僕たち一家にはない。

　それにしても、どうしてこんな悲惨な事故や事件が頻発するのか。集中豪雨によって土石流が発生し、多くの人命が失われたり、火山の噴火により登山者がたくさん死ぬのはまだ説明がつく。自然災害は、ある意味で避けられないものなのだ。山の近くに住まなければいい、山に登らなければいいと言ったら簡単だが、それぞれ事情があり、どうしても避けられないことはあるだろう。だが、殺人は別だ。

　人はどうして人を殺したがるのか。これが僕には一番理解できない。人を殺していいことなど、ひとつもないではないか。なのに、殺人事件は毎日のように報道されている。現に、うちの近くでも小学校一年生の女の子が失踪し、その体の一部がビニール袋に入れられて捨てられているのが発見されている。全く、小学生の女の子を殺して何がうれしいのか。

　と、思っていたら、二人組の刑事がうちにやってきた。日曜日の昼間だ。父は登山仲間と山に行っており、僕が応対することになった。

「高梨冴子さんのお宅はこちらですか」

　背の高い方がにこやかにそう言う。

「はい、そうですが」

「ご在宅ですか」

「いいえ、出かけてます」

「どこへお出かけか、わかりますか」

　一瞬、ドキリとした。気取られないように、嘘をつかなければならない。

　まさか、奥田教授宅に行っているとは言えないだろう。奥田教授の家を捜索されたらアウトだ。

「さあ、ショッピングへ行くと言っていましたが、どこへ行くとは言っていませんでした」

「そうですか」

　背の低い方がむっつりとしたように言う。

「ところで、新崎誠という人物をご存じですか」

「はい。妹のボーイフレンドです」

「実は、最近失踪しましてね」

「えっ？」

　動悸がいっそう激しくなる。

「家を出たきり、足取りが全くつかめないんですわ」

「そうですか」

「最近、お宅へ来たことはありませんか」

「あります。でも、今月は来てないはずです」

「そうですか。いや、ありがとうございました。では、何かあったらこちらにお電話ください」

　背の高い方が名刺のようなものを僕に手渡した。警察署の連絡先が書いてある。

　玄関先で立ち話をしたまま、刑事たちは帰っていった。心臓の激しい鼓動がなかなか収まらなかった。

「健一、何だったの？」

　リビングに戻ると、テレビをのんびり観ながら母が言った。

「警察だった」

「え？　警察？」

　びっくりしたようだ。

「警察が一体うちに何の用なの？」

「新崎くんが失踪したらしい」

「冴子の彼氏の新崎くんが？」

「そう」

「どうして」

「わかんないよ。僕も初めて知ったんだから」

　母は不安げな表情を顔に浮かべる。必死に考えているようだ。

「まさか、うちが疑われてるんじゃないでしょうね」

「それもわかんない。奥田先生に電話してみるよ。先生なら何か知ってるかもしれない」

「そうして」

　僕は二階の自分の部屋に戻り、スマホで奥田教授に電話した。

　奥田教授は在宅だった。

「やあ、健一くん。今日は何ですか」

「先生、最近、警察がおうちにやってきたことはありませんか」

「いいえ。それが何か」

「今日、刑事が二人、うちにやってきて、新崎誠が失踪したと言うんです」

「新崎くんがですか？」

　教授は驚いたようだった。

「つい一昨日もここへやってきましたよ。元気そうでした。刑事はなんて言ってたんですか」

「いや、ただ失踪したと言ってただけです」

「そうですか。どうして失踪したんでしょうね」

「さあ」

「何らかの事件に巻き込まれたのかもしれませんね。もしもうちに警察が来たら、一応ここへ来てたことを伝えておきます」

「よろしくお願いします」

「じゃあ、また」

　電話を切る。

　そうか。奥田教授も知らないのか。

　それにしても、なぜ失踪したのだろう？　新聞やテレビで報道されていないところを見ると、警察は事件性が薄いと見ているのだろうか。家出の可能性もあるだろう。しかし、どうして家出するのか。それともやはり、誰かに拉致されたのか。最近頻発する、小学校の女の子の失踪事件と同じように。

　それとも、世をはかなんで自殺したとか。冴子のことで相当参っていたから、その可能性も否定できない。何しろ、冴子がゾンビになっただけじゃない。冴子に裏切られて、おまけにその結果を目の当たりにしたのだから。

　と、のんびり考えているわけにはいかない。新崎の発見に、僕もできるだけ力を貸さなければならない。もちろん、冴子のゾンビ化は黙ってなきゃいけないが。僕はまず、新崎の両親に電話をしようかと思った。だが、すぐにやめにした。ふつうなら、新崎の両親は真っ先にうちに電話をかけてくるはずだ。それがかけてこないのは、それなりの理由があるのだろう。理由はいろいろ考えられる。

　その一、新崎の両親が冴子とつきあうことをあまりよく思っていないこと。新崎の両親はエリート志向だと、いつだったか聞いたことがある。一流の大学をでて、一流の企業に就職する。そのためには、今は女とつきあってる暇はないのだ。そう考えているのだろう。

　その二、新崎が最近は冴子と会っていないと両親に話していること。これは僕の想像にすぎないが、冴子のゾンビ化にショックを受けて、冴子のことをあまり話さなくなったのではないか。それで、両親は最近は新崎が冴子と会っていないと判断して、電話をかけてこなかったのだろう。

　その三、両親は新崎が家出をする理由に思いあたりがあるということ。これも僕の想像だが、新崎は両親に反感を抱いていた。いつか家出をするんじゃないかと思っていたんじゃないのか。どこへ行くか、心当たりが少しはあったに違いない。だが、一応は警察にも相談したのだ。だから、うちにも刑事が来たのだろう。

　新崎が出没する場所はやはり、奥田教授の家しか考えられない。つい最近も顔を見せたという。しかし、失踪してからはやってこない。不思議だ。やはり、何らかの事件に巻き込まれたのだろうか。

　冴子に訊いたら、何かわかるかもしれない。だが、冴子はもはや知性を持ち合わせていない。動物以下の、ただのゾンビだ。あるいは、自分をゾンビだと思いこんでいる。

　僕は一体どうすればいいのか。




　新崎のことが気になってしょうがなかったので、僕はそのことを話しに奥田教授の家へ行くことにした。

　応接間に通され、奥さんがコーヒーを淹れてくれる。僕はすぐにでも冴子に会いたかったのだが、教授はしばらく待ってほしいと言う。

「冴子さんは今食事中なのです」

　教授は言った。

「食事ですか？　ずいぶん時間が遅いですね」

「ゾンビに食事の時間というものはありません。いつだって、食べたくなったら肉を要求するのです」

「何を食べているのですか」

「肉です。でも、生肉ではありません。さすがに健康に悪いと思い、少し火を入れることにしたのです。加熱された肉ですが、冴子さんはそれを受け入れています」

「どうして食事中は会えないんですか」

「人間を見ると、そちらに気が行って、肉を放り出してしまうのです。それに、ゾンビの食事場面は、映画などを観てもわかるとおり、とてもグロテスクなもので」

「そうですか」

　そう言われたら仕方がない。僕は冴子の食事が終わるのを待つことにした。それにしても、焼き肉を食べるゾンビか。僕は思わず笑いそうになった。

　しばらくして、教授が冴子の様子を見にいった。戻ってくると、OKだと言う。僕は教授の後について研究室へ行った。

　僕たちが研究室に入ると、冴子はこちらを振り向き、金網に手をかけて襲いかかろうとした。焼き肉を食べたが、まだ食い足りないのだろうか。それにしても、悲しい光景だ。冴子の口の周りには肉の破片が張りついている。血もこびりついているようだ。焼き肉はレアだったのだろう。

　赤ん坊を産み落として、冴子は元の体型に戻った。しかし、全身から膿が出ており、着ているものは粘液でべちょべちょだ。そして、悪臭がひどい。奥田教授はよく冴子を引き取る気になったものだ。

　冴子の様子を見て安心し、僕たちは応接間に戻った。

「新崎くんのことですが」

　僕は言った。

「先生、何か心当たりはありませんか」

「うーん、そうですねえ」

　教授は顎に手を添え、天井を見上げた。

「ここへ来るたびに悲しんでいましたが、失踪するような兆候はありませんでした」

「そうですか。冴子とはどんな風に接触してましたか」

「できるだけ近寄り、懸命に話しかけていました。まるで、自分の力で暗示を解くことができると信じているかのように」

「どんなことを話しかけていましたか」

「二人の思い出などを話していましたね。それで記憶が戻るのではないかと必死だったんでしょう」

「なるほど」

「健一くんは心当たりはないんですか」

「僕ですか？　さっぱりわかりません。怖いのは、悲観して自殺を考えているのではないかと思えることです。いかにもありそうではないですか？」

「いや、自分の力で快復させようという気概がありましたから、自ら命を絶つのはあまり考えられないと思います」

「そうですか」

　ここで二人が話し合っても、事態はいっこうに進展しない。なんだか虚しい気持ちになってきた。僕は早々に奥田家を辞し、帰宅した。




【続く】


OCTA ORCAのOCRA ORCA 2について。

murbo




　OCRA ORCA 2はOCTA ORCAにおける主役メカです。なんとか展覧会開催に間に合いました。ちゃんとおちが主役メカに出来てよかった。多分初めてきちんと作ったロボットじゃないかな。そうでもないか。できるだけアニメ的でないとか、漫画っぽくないとかプラモにしたら楽しそうとか考えていました。バリエーションがあるのはプラモでそういう風にプライバリューがあると楽しそうだし、商品として考えたらバリエーションがあるとボリューム感でするし、実際はプラモ売るならこれだとバリエーション多いし、バリエーションのラインナップ自体が地味なのであんまり売れないよな、とか考えています。

　それなら3Dプリンターで立体化だ！と言いたいのですが、言うだけなら問題ないですがプリントには問題があります。かなり部品が空中に浮いているのです。場合によってはめり込んでいる部分もあります。ここぞとばかりの透明部分やスケールを無視した厚さの部品も多数です。こういったことを模型化する際のスケールに合わせたチューニングが必要になるので3DCGになっていれば何でも3Dプリントできるわけじゃないのですね。それでも一番これのプラモが欲しいのは作った本人ですよｗ

　名前がOCTA ORCA 2なのは、ガンダムで設定を後から付け足していったらガンダムやザクが2型になってしまったような後付けです。

　展覧会ではOCRA ORCA 2のKAZEとKAMINARIの二点をA1サイズのイラスト（と言っても面積の半分以上は実写テクスチャ）にして展示しています。映像もあるにはあるんですが、展覧会に間に合うようにデチューンしていった結果、実写が殆どを占める作品世界観の紹介のような映像になりました。続きが見たい人はリスエストをたくさんくださいね。




【東海3DCGクリエイターズ作品展】

名古屋市栄のギャラリー#1010にて、名古屋をテーマのイラストと映像のグループ展を行います。

5/28〜5/29、6/1～6/3　15:00~21:00。午後8時までやってるので、帰宅の道中や新栄に飲みに行く前にうっかり寄ることもできます。

http://t3c.strikingly.com



OCTA ORCA 2

　自己学習型コンピュータ搭載のロボット。次世代型大気浄化システムと破壊ロボットと化したGK-1の駆除、破壊を目的としている。フライプローンとともにブラザーシティの環境改善問題のプロモーションとしても使われており、マスメディアでは人造式神とも呼称している。

　ごく初期段階では無線による操作だったが短期間で自立型コンピュータを搭載し、完全ロボットとして開発している。正式に量産化されたのはコンピュータなどの性能向上を図った2型。

　開発は機澤重工業で行われ2型の前期までは製造も行われていた。後期からは新音工業に生産が移行される。外観上の変更は見られず、部品の簡略化などが主な差異。

　通常の手を持つ腕、破壊光線を装備する腕、反重力装置を装備する羽を持つ腕、それぞれ二対、脚も含めて八本の肢を持つ。肘、膝は船の衝角のような打撃用武器として機能する。飛行にはこの内の反重力装置を持つ羽を使うが、フライプローンから降下するときは補助飛行武装装置のFG2C、通称イェーガーファウストを利用する。イェーガーファウストは傘の部分が降下時のエアブレーキと飛行用の回転翼を兼ねたもので、武装は先端に電磁粒子砲が搭載されている。動物のしっぽのような部分は大気清浄装置になっている。

　全身の金色はレーザー兵器からの防御能力の向上のためでもあるが、殆どの場合は防衛上の威嚇と単純な装飾が目的である。

　常に二機で行動する。戦闘機の戦術でもあるロッテのような長機と僚機といった役割が固定されておらず、臨機応変にポジションを変える。




　いくつかの試験機があり、実証実験と称して実践投入される場合がある。



【OCTA ORCA J】

高度自己学習機能特別試験機

　他の複数のOCTA ORCAを統合して独自に操作する能力の実験機。頭部が完全新設計で土星のような輪のある形状になっている。肩の光粒子砲は補助コンピュータとコンピュータの周辺機器に換装。実証試験は政府にすら極秘で行われたにも関わらず、量産型OCTA ORCA 2による一小隊を全滅させた折の被害が大きく、結果的に一般にも知られることとなる。試験終了後、元の量産型の仕様に戻される。

　市長の李宗春にはこの実験は知らされていなく、宗春失脚の始まりとなった。




OCTA ORCA X

多碗同時制御試験機

　複数の腕を独自かつ複合的に動作させる機能の実験機。武装は搭載されておらず、光粒子砲はダミーボックスになっている。反重力飛行装置も簡易なものが一機搭載。実験中にNuCAR-R3に轢かれ大破する。



【OCTA ORCA KIZAWA DEMO】

　機澤重工業のプロモーション用のOCTA ORCA。量産型のOCTA ORCA 2の武装を全て降ろし、電子機器も戦闘用から一般活動用に換装している。肩のレーザーガンは外観上はそのままとしている。しかし完全なダミーではなく、カメラや電子通信機器などの情報収集ポッドになっている。これに関しては社外秘で対外的には単なる広報活動用ロボットとしてアナウンスされている。

　カラーリングは機澤重工業のコーポレートカラーの黄緑と青、白のトリコロールで塗装されている。この塗料もステルス仕様で社内ではOCTA ORCA KIZAWA DEMOは次期偵察型として計画されていた。




【機澤重工業】

　大戦以前から国内では主に自動車会社として知られており、戦後は一時期中国企業に買収され後にアメリカの企業に買収される。

　創業時より先端技術の開発に熱心で、先に操業し大きな業績をあえていた新音工業よりも技術的には進んでおり、反重力エンジンの開発も先んじていた。そのほかレシプロエンジンでの燃費向上、産業用ロボットなどの開発で勢力を伸ばしてきた。

　戦時中は海軍の主力になった装甲戦闘機や攻撃車両などを開発していた。

　核兵器の研究は進めていたものの、政治的な理由により開発に着手しておらず、その対抗兵器も開発していなかったため、核兵器に対するノウハウはほぼ無い状態にある。

　その代わりにロボットや人工知能に関する技術開発は目覚しく、戦後買収されてからもいくつもの防衛機器の開発を進めている。放射線物質を含む大気浄化システムに関しては親会社に当たるアメリカ企業からの技術援助によって成り立っている。

　純粋な営利企業のほかに占領支配されている地域の政治的な面への関与も大きく、買収先画変わったこともそれに無関係ではない。その面を過剰に意識して隠したいからか、企業名が日本語のままであったり、OCTA ORCAの広報映像などで日本的イメージを打ち出している。




【続く】



【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE






今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22









理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA






彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0






A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE

※この本は英語版です。






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS

※この本は英語版です。






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



【murbo既刊本】



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記

murbo／とりあえず43号斧編集後記です。

今回は自分がグループ展覧会をやるためにばたばた作業になってしまいました。

あ、表紙は明治時代の建物保存公園みたいなところにある診療所の中です。明治ビレッジを言いながら、大正時代の建物のも結構多いです。


古川モトイ（以下、古川）／最初の書き込みに斧が混じってますね。お疲れさまです。


murbo／あｗ何故「斧」ｗ


古川／展覧会見てきました。まあぼさんはなんかコラージュみたいな作品でした。パトレイバー2とか思い出しました。


murbo／ありがとうございます。背景はほぼ実写ですからね。四角の一枚ポリゴンに写真貼って位置調整してるので単純に実写の上に3DCGロボットのせてるんじゃないんですよ。結構面倒な作りです。

パト2は意識してなかったですね。でもいろいろイメージ考えてもらえるのはうれしいですね。


古川／私もそろそろ出したCDとかまとめて見ていただけるようにした方がええのかしら。


murbo／それは一覧できるといいですよ。


古川／電子書籍もそうですが、展覧会みたいにアウトプットする場所をきちんと整備するところに労力を割くのって、本当はやらなきゃいけないんだけど、なんか後回しになっちゃう。


murbo／分かります。展覧会はバズるまでやるとかSNSなどで出展者が盛り上がってからとか、会期中もSNSなどでテンション維持するとか結構労力要りますね。

古川さんは曲がいっぱいあるようなので展覧会などやりやすそうです。

今回絵は10点の展示で、北極大陸の表紙だと既に43点あることになるから展覧会ができなくもないんだな。

それよりも制作の安定化だなあ。毎回綱渡りみたいになってるのでまず本体をきちんとすべきだよね。ということで、今回はちょっと早めにお開きにします。

次回もまた配信できるように頑張りましょうぅー。


北極大陸　第43号

2018年6月1日発行

編集、レイアウト、各トビラのイラスト、コラージュ、レイアウト／murbo

発行／電子パブ

各作品の権利は各々の著作者に帰属します。
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